
図より，
222 tar += だから，左図のドーナツ型の断面積＝π
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右図の円すいの断面積＝π

2t  …② 
①，②よりどの高さでも２つの図形の断面積は同じであることがわかるから， 
 円柱の体積 － 半球の体積 ＝ 円すいの体積 

が成り立つ。つまり， 

 半球の体積 ＝ 円柱の体積 － 円すいの体積 
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3r  …③ 

よって，球の体積V は，③の 2倍となり V ＝
3
4
π

3r  ：＜カバリエリの原理＞より 


